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＜卒業後のキャリアパス＞ 

1967 年 三重県生まれ 

1992 年 京都大学医学部卒業 

1992 年〜1996 年 京都大学医学部附属病院、福井赤十字病院、国立精神・神経センター 研

修医、神経内科医 

1996 年〜2001 年 京都大学大学院医学研究科 免疫細胞生物学教室に出向して生化学、分

子生物学研究を学ぶ 

2001 年〜2006 年 米国カリフォルニア大学サンディエゴ校 Postdoctoral fellow 筋萎縮

性側索硬化症（ALS）の研究をはじめる 

2006 年〜2014 年 理化学研究所脳科学総合研究センター ユニットリーダー、チームリー

ダー(2009 年〜2014 年) 

2013 年〜現在 名古屋大学環境医学研究所 病態神経科学分野 教授 

2016 年〜現在 名古屋大学環境医学研究所長（兼任） 

 

＜専門・研究対象＞ 

神経内科学、病態神経科学 

研究テーマ：筋萎縮性側索硬化症（ALS）やアルツハイマー病など神経変性疾患の基礎研究、

グリア細胞と脳病態に関する研究、異常タンパク質による神経変性メカニズムの解明 
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＜資格＞ 

医師、神経内科認定専門医、指導医（日本神経学会）、内科認定医（日本内科学会）  

 


